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意見公募によって提出いただいた意見及び反映結果

※意見公募は政策等の賛否を問うものではありません。有用な意見を政策等に反映させるため，

意見の内容に着目し，これを考慮した市（実施機関）の考え方を掲載しています。

※類似の意見に対しては，まとめて市（実施機関）の考え方を掲載したものがある場合は，意見

項目数と一致しません。

※詳細は別紙のとおり。

施 策 案 の 名 称 取手市こども計画（案）

意 見 募 集 期 間 令和７年２月１５日から令和７年３月１６日まで

意 見 提 出 者 数 １２人

提 出 意 見 数 １２件

意 見 項 目 数 ２５件

意 見 提 出 の 内 訳

直接窓口へ持参 １人 １件

郵 送 ０人 ０件

フ ァ ク ス １人 １件

電 子 メ ー ル １０人 １０件

意 見 の 反 映 結 果

Ａ 案に反映させたもの（反映・修正箇所がわかるもの

を添付）
2件

Ｂ 意見の趣旨が既に案に盛り込まれているもの 2件

Ｃ 今後の取り組みにおいて参考にするもの 14件

Ｄ 案に反映できないもの 3件

Ｅ その他（感想・賛否のみなど） 4件

匿 名 等 に よ る

意 見 提 出 者 数
2人
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提出された意見と市の考え方

番号
該 当

ページ
意見 市（実施機関）の考え方

反映

区分

１ － 市報で取手市こども計画（案）

について知りました。｢こどもまん

なか社会｣が実現されれば素晴らし

いことだと思います。子どもの健

やかな成長のためにウェルネスプ

ラザの遊びスペースや支援センタ

ーが土曜日も参加できるなど幼児

の遊び場、幼い子どもを持つ親へ

の支援は自分が子育てをしていた

頃にくらべるとすばらしい充実ぶ

りだと思います。

しかし小中高生の居場所という

観点から見ると物足りなさと児童

館の必要性を強く感じます。放課

後子どもクラブは６年生まで在籍

できて親にとっては助かります

が、多人数の中で細かく見ていら

れないこともあるかと思います

し、本当は行きたくないが他に居

場所がないので行くという声もき

かれます。

先日藤代図書館に夕方伺ったと

ころ、子どもの姿はほとんどなく

静まりかえっていました。支所の

方は最近は支援センターに行って

しまうのかお話会もほとんど参加

者がなく、小中学生の来館者がと

ても減っていて残念だとおっしゃ

っていました。私は２階の会議室

の１つを子どもたちに解放して本

を読んだり話をしたりできる場に

できたら良いなと思いました。14

時から17時くらいまで自由にでき

る自分の居場所、静かにしなけれ

ばいけない図書館の例外の部屋、

人手は少しいりますが、児童館を

建てるよりずっと簡単だと思いま

す。異年齢の子や大人と話ができ

ることで、子どもは多様な意見を

言える、聞く、考えると学びの機

取手市こども計画（案）のも

ととなる、国のこども大綱にお

いて、こどもや若者が年齢を問

わず、相互に人格と個性を尊重

しながら、安全に安心して過ご

せる多くの居場所を持つことが

できるよう、社会全体で支えて

いくことの必要性が示されてい

ます。あわせて、公民館や図書

館などの社会教育施設などをこ

どもや若者にとってよりよい居

場所となるよう取り組むことと

されております。

本市のこども計画（案）にお

いても、方向性の1つに｢こども

の居場所や価値ある体験の提供｣

を掲げ、当事者の声に耳を傾け

ながら、年齢や属性、自らが置

かれた状況にかかわらず、居場

所となり得る環境や機会を整備

していくことを掲げています。

その一環として、令和6年7月

には、｢こども未来会議｣として

市内全7校の高校生と市の若手職

員とで｢自分の居場所｣をテーマ

にワークショップを開催し、当

事者の声を聞きながら、また

様々な新鮮なアイデアをいただ

きながら、｢こどもの居場所｣に

ついての検討を進めてまいりま

した。ご意見として頂戴した図

書館のような既存ストックを活

用したをこどもの居場所づくり

につきましても、こども計画の

策定に際して、担当部署との意

見交換の場を何度も持たせてい

ただいているところです。その

中で、こどもの居場所として、

活用の可能性は大いにあるもの

の、安全性の確保や運用ルール

B
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会も増えると思います。お金をか

けずにこどもの自由な居場所をつ

くることのご検討をよろしくお願

いいたします。

の設定、見守り等にかかる人的

資源をどこまで投入できるか、

また既存の利用者との間での合

意形成など、様々な課題も見え

てきたところです。本計画の個

別の取組である｢こどもの読書活

動の推進事業｣の目指す成果とし

ても、こどもや若者にとって居

心地のよい図書館の環境整備を

進めることを掲げておりますの

で、引き続き図書館をはじめ、

既存の公共施設でのこどもの居

場所づくりについて検討してま

いります。

２ － 取手市がやっている取り組みに

ついてのアピールはどんどんやっ

ていった方がいいと思います。取

手市内もしくは近隣市の企業様に

やっている内容のお知らせを掲載

させていただくなどしてアピール

するのもいいのでは、と思いま

す。駅の掲示でもいいですし。ユ

ニークな取り組みであればメディ

アへの売り込みもいいかもしれま

せん。

少子高齢化が進む中で、持続

可能な自治体経営の視点から

も、若者や子育て世代の確保は

大きな課題であると捉えており

ます。そのためにはこども関連

施策をさらに充実させていくこ

とに加え、そうした取組を広く

知ってもらうことが重要である

と考えます。本市におきまして

も、直近では市の公式インスタ

グラムを開設し、若者にも情報

が届くようSNSを活用することに

加えて、市内企業とは｢こどもま

んなか応援サポーター｣の趣旨に

賛同いただけるようヒアリング

を実施し、お互いに実施するこ

どもに対するイベント等の周知

を様々なツールで発信するなど

の取組を進めております。今後

もあらゆるステークホルダーと

の連携を図りながら、一緒に｢こ

どもまんなか｣な気運が高まるよ

う、こども関連政策のPRに努め

てまいります。

C

３ － 子育てで進学にかかる費用が悩

みとして大きいようなので、取手

市として援助できるといいです

ね。すでにやっていればそれもア

ピールポイントと思います。さら

に保護者の意見を深堀して、他に

こども計画策定に伴い実施し

た、小５中２の児童生徒とその

保護者を対象とした｢こどもの生

活実態調査｣において、｢学校の

授業以外に学習塾（通信教材や

家庭教師の利用も含む）を利用

C
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も支援できることがあるとよいと

思います。学校教育は大切です

が、どうしても個別対応は難しい

ところがあると思うので、ボラン

ティアによる塾のような個別指導

や、思い切って塾などの費用の補

助などもいいかもしれません。オ

ンライン英会話への補助なんかも

どうでしょう。こんなことを書い

ておいてなんですが、あまり勉強

に行き過ぎると子供が疲れてしま

うので、子供が楽しく勉強できる

仕組みがあるといいですね。アピ

ールする場合は保護者に魅力を感

じてもらえるといいと思います。

したり、習い事などをしたりし

ていますか｣との問いに対して3

7.6％の方が利用していないと答

え、そのうちの26.4％の方が金

銭的な理由により諦めている状

況です。またこうした傾向は、

家庭環境によっても差が出てお

り、どのような環境にあっても

望んだ学習環境にアプローチで

きる施策が求められていると考

えます。こども計画では｢困難を

抱える家庭へのケア｣や｢悩みを

持つこどもや若者への支援｣にお

いて、こうした学習環境に格差

が生まれないような取組を進め

ていくこととしております。

一方で、学習塾や習い事を利

用しない理由として、｢行きたく

ない、必要ないと思っているか

ら｣と回答した方が42.7％、｢遊

んだり、自分の好きなことをす

る時間が大切だから｣と答えた方

が40.8％と、必ずしも全員が望

んでいる状況にないことも結果

から見えてきたところです。ご

提案にございますようなアイデ

アも含め、今後当事者であるこ

どもや若者、子育て世代の意見

に耳を傾けながら、何が一番こ

どもたちのためとなるかを精査

しながら、検討してまいりたい

と思います。

４ － 支援はお金の補助などあります

が、他の市と差別化できるといい

ですね。

こどもや若者、子育て当事者

が、身体的・精神的・社会的に

幸福な生活を送ることができる

よう、こどもまんなかな取組を

推進し、｢このまちに住みたい、

住み続けたい｣と思ってもらえる

地域社会の実現を目指してまい

ります。

E

５ － 各取り組みの中で指標や目標値

を掲げていますが、これらは努力

目標でもいいのかな、と思いま

す。最終的には出生率や子育て現

本計画においては政策体系に

おける｢目指す未来｣には主とし

てアウトカム指標を、｢方向性｣

には主としてアウトプット指標

E
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役世代人口の増加率などが将来の

取手にとって明るい数値となれば

いいのかなと思います。

を設定しております。いずれも

施策の進捗を測り、どれだけ｢こ

どもまんなか社会｣に近づけたか

を評価する際の参考とするため

に設定したものであり、この数

値のみを持って評価が決まるも

のであるとは捉えておりませ

ん。各取組をしっかりと進めな

がら、最大の課題でもある少子

化に対応し、持続可能な社会を

目指してまいります。

６ － 調査の結果を踏まえていくつか

本市の課題が挙げられているが、

基本、国の指針の確認であり、地

域の問題に切り込めていないよう

に思う。

例えば計画の「基本理念」や

「目指す未来」が挙げられている

が、なぜこの順番なのか。

国の政策もあるだろうが、取手市

を中心に見た場合、一番問題とさ

れているのは茨城県の平均を下回

る

・「合計特殊出生率の回復」

・18歳未満の児童のいる世帯、要

は「夫婦とこどものいる世帯の増

加」

・「婚姻件数の回復」、「女性就業率

の上昇」

であろう。取手市は出産などを意

識する若い世代から見れば、結

婚・出産しにくい、子育てしにく

い、子供を長く預けることができ

ず女性が働きづらい場所というこ

とだ。

「こどもまんなか」という言葉

はこどもの意見だけに注視しろ、

という意味ではないはずだ。こど

もを中心により良い社会の為に足

りてない点を補うことこそ施策に

値する。今のままでは目標に対し

てこどものアンケート結果数値が

上昇すれば達成されてしまう。そ

れでは市民として困る。きちんと

こども基本法第10条第2項にお

いて、｢市町村は、こども大綱

（都道府県こども計画が定めら

れているときは、こども大綱及

び都道府県こども計画）を勘案

して、当該市町村におけるこど

も施策についての計画を定める

よう努めるものとする｣と定めら

れております。当市のこども計

画（案）につきましても、こど

も基本法に基づき、こども大綱

や国の示すガイドラインに沿っ

て策定を進めてきたところで

す。

基本理念である｢人とかかわり

地域とかかわり ともに育つ

まち とりで｣につきましては、

産まれてから大人になるまでの

成長過程において、多様な主体

との関わり合いの中で自立し、

めまぐるしく変化する現代社会

において自らの力で生き抜く力

をつけてほしい、またそうして

成長したこどもが誇りと愛郷心

を持って、この地を支えていく

ことで市の持続可能性を高めて

いきたいという思いを持って設

定したところです。市の近年の

社会動態を見ると、全体として

は社会増の傾向が続いているも

のの、20代前半では転出超過の

傾向が続いており、若者の流出

が少子化の一因となっているこ

C
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問題視された上記の統計が上向く

方法を考えて、将来的には統計が

改善されることを示すべきであろ

う。その為、取手市としては「幸

せな子育てができる環境をつく

る」が最も優先すべきである。

そして5年間の個別の取り組みと

して出している物が既存の事業と

被りすぎているように思う。実質

何もやらなくても達成されるので

はないだろうか。期間が短いとは

いえ、後に繋がるようなものを行

うべきである。

とも考えられます。こどもや若

者が愛郷心を持って、また自身

がこの地で幸せに成長した実感

を持つことは、こうした世代が

この地にとどまることを選ぶき

っかけにもなり、少子化対策に

繋がるものであると考えます。

また目指す未来については、

前述の通り、本計画がこども大

綱を勘案して策定することとさ

れている観点から、こども大綱

で定める｢ライフステージを通じ

た重要事項｣、｢ライフステージ

別の重要事項｣、｢子育て当事者

への支援に関する重要事項｣｢こ

ども施策を推進するために必要

な事項｣等の項目を参考に設定し

たところです。本計画ではこど

も施策において、今どのような

事業が展開されているかを整理

し、今後5年間で重点的に取り組

む事業を、既存の事業も併せて

記載しておりますため、すでに

取り組んでいる事業も多く含ま

れておりますが、それらの事業

においても当事者からの意見を

大切にし、常に必要なアップデ

ートをかけながら進めていくこ

ととしております。また、指標

につきましても、その数字を超

えるか否かで事業を評価するわ

けではなく、あくまで評価の際

の参考としての位置づけとする

ことを明記しておりますので、

お読み取りいただければと思い

ます。

いずれにいたしましても、ご

指摘の通り少子化対策は市の最

重要課題の1つであるという認識

のもと、今後もこども計画に掲

げる事業を適切に進めるととも

に、こうした課題解決に繋がる

新たな取り組みについても常に

模索してまいります。
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７ － 例えば取組17の「多様な保育需

要への対応」に関してはどうだろ

うか。統計でも増えているとされ

た発達障害などへの対応も考えら

れているのだろうか。後の取り組

みとして「発達センターの事業運

営」なども挙げられているが、こ

れらは既存の事業であり、月一度

しか通所できない、言語聴覚士・

心理カウンセラーなどのスタッフ

の数が足りておらず、圧倒的な需

要に答えられていない現状がある

はずだ。それは守谷市やつくば市

などと比較しても顕著で、取手市

が「子育てをしにくい」というイ

メージを持たれる一因になってい

るはずだ。もし「こどものいる世

帯」を増やしたいのであれば「子

育てしやすい」というイメージを

持たれることが最重要事項だ。

今後、取手駅前のマンション建

設と絡んで、取手駅に大規模保育

所が整備される形となる。それだ

け子供の数が増えると見込まれて

いるからだが、同時に今より発達

障害などの児童が増えるというこ

とでもある。市は今でも足りない

そういった施設や人員をどのよう

に補填するのだろうか。

私としては取手駅に大規模保育

園が入るなら、取手駅近隣の保育

園は枠が余ると思っている。白山

幼稚園などはもっとも影響を受け

る施設であろう。そしてここはい

ずれ建て替えの時期を迎える施設

だ。ここに市が補助を出して幼稚

園と発達センターを併設してはど

うか。勿論、運営法人と市が調整

する必要はあるだろうが、広い敷

地を持つ弘経寺の中にあるという

のもポイントだ。車の問題が余り

ない、その上で取手駅近くという

立地で発達センターを建てられる

障害児の推移については、発

達の遅れや偏りについて、早期

に発見する取組が進められてき

たこと、またその程度の差につ

いても広く寄り添う体制を整え

てきたことにより、近年増加傾

向にあります。こうした状況に

鑑み、市でもこの｢こども発達セ

ンター運営事業｣をはじめ、例え

ば学校では発達や養育に関する

不安や悩みを抱える保護者に対

する就学や学校生活、特別支援

教育に関する相談会である｢ほの

ぼの相談会｣の開催や、｢教育補

助員｣の配置などを進めているほ

か、保育所では｢医療的ケア児の

保育事業｣や｢保育所等における

インクルージョンの推進｣などに

より、どのようなバックグラウ

ンドを持つこどもであっても、

安心して過ごしていけるよう、

多方面から支える取組を進めて

おります。

いただいたご意見につきまし

て、児童発達支援評価における

アンケート調査によると、回答

者の内約8割の方が利用に満足さ

れている一方で、開催回数を増

やしてほしいと言った意見や、

送迎の課題などの意見も出され

ており、解決すべき課題がある

ことも承知しております。あわ

せて、この調査では地域の児童

発達支援の中核的存在となれる

よう体制を整備していくことも

示しているところです。

また、今後整備が予定されて

いる取手駅前保育園につきまし

ては、定員60名の中規模保育園

となりますことから、直接的に

白山幼稚園をはじめとした近隣

の保育需要に大きな変化をもた

らすものではないと考えており

ます。現在の市内の18歳未満の

C
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のは大きなメリットだ。現状、取

手市の発達センターの利用は大き

く限られる。施設やスタッフが少

なく、レッスンが終わった後の保

育園や学校までの送迎もない。し

かし、もしここに発達センターを

建てられるのであれば近隣の保育

園や小学校と連携して親が共働き

でも子供をレッスンにいかせるこ

とができる発達センターになるの

ではないだろうか。

取手市が子育てしやすい市にな

る為には近隣の市に先駆けて、親

が共働きできる環境を整えるべき

である。

こどもの人口における、発達セ

ンターの利用者数の割合や、療

育手帳の発行推移から、今後の

駅前開発や保育所整備によって

発達支援の需要が一気に増える

ことは想定しておりませんが、

利用者の声に寄り添い、誰もが

安心して成長できる環境を整え

るため、今後も当事者の意見に

耳を傾けながら様々な方策を検

討してまいります。

８ ３９ P39目指す未来｢健全で安全な子

育ちを支える｣の中で、こどもの居

場所が減っている、共働き世帯の

増加により、家庭における子育て

の孤立化に心配な面がある様に考

えました。

取手市ではアトレに大勢の高校

生をはじめ、若者が勉強したりグ

ループで話し合ったりしていま

す。市の学校や社会人の芸術展も

度々展示され、一般市民の居場所

にもなっております。又、ウェル

ネスでも家族で広場で遊んだり

色々なイベントも市民の大切な居

場所になっており、明るくて元気

な市民の生活を支えていると思い

ます。

最後の方にこどもが自らの力で

生き抜くことができる成長に繋が

る環境を整える｢子育ち｣に対する

支援に対して子供の話に耳を傾け

る、理解する、生きる力を応援し

ていく大切さを考えました。私は

子どもクラブに14年働いています

が、｢自然の大切さ、謙虚な心｣を

持ち合わせ、こどもの生きる力を

支えたいと考えます。

｢こどもの居場所｣について

は、こども大綱においてもこど

も施策に関する重要事項として

定められており、本計画におい

ても重要なテーマの1つです。計

画策定に際して、当事者の声を

聞く取組の一環として実施し

た、市内全7校の高校生とのワー

クショップである｢こども未来会

議｣では、｢自分たちの居場所｣を

テーマに様々な意見が交わさ

れ、その中には駅前施設やウェ

ルネスプラザ等の話題も多く出

ていたところです。今後ますま

す進んでいくことが予想されて

いる少子高齢化によって、新た

な公共施設を整備することは難

しい状況ではございますが、既

存ストックを活用した居場所づ

くりや、イベントなどソフト面

での居場所づくりを、様々なス

テークホルダーと連携しながら

進めてまいります。

また「子育ち」に対してご理

解いただきありがとうございま

す。この目指す未来１「健全で

安心な子育ちを支える」は主役

をこどもに設定し、こどもが自

らの力で生き抜く力を誰かが与
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えるのではなく、自分で見つけ

ていくために、その環境を整え

るといった想いを込めて「子育

ち」というフレーズを使わせて

いただいたところです。放課後

子どもクラブも本計画の個別の

取組に位置づけられる重要な事

業であり、これまで長きにわた

り支えていただきましたことに

感謝申し上げます。引き続き、

未来ある取手市のこども達のた

めにお力をお貸しいただけます

と幸いです。

９ ４１ 方向性１こどもの居場所や価値あ

る体験の提供について

①ウェルネスプラザ（キッズプレ

イルーム）運営 事業について

取手市におけるウェルネスプラ

ザ（キッズプレイルーム）の運営

事業について、特に土日の利用状

況においていくつかの課題が見受

けられます。週末は利用者が集中

し、混雑や密の状況が生じやすい

ため、子どもを連れて外出する意

欲が削がれる現状があると感じま

す。また、週末に遊べる施設が限

られているため、利便性に大きな

不便を感じる声もございます。加

えて、遊び場の利用料金について

は理解できるものの、利用者への

補助がない状態での駐車場料金が

有料であることには驚きを禁じ得

ません。

一方、守谷市では、南守谷児童

センター（ミ・ナーデ）、北守谷児

童センター（キ・ターレ）、そして

守谷駅前親子ふれあいルーム

（エ・ガーオ）の3施設が土日にも

利用可能であり、中学生を含む小

学生以上の子どもたちの居場所と

して機能しています。これらの施

設は、友人同士でミニ体育館を活

用するなど、子どもたちが自らの

空間で安全に遊ぶ環境を提供して

キッズプレイルームにつきま

しては、良質な遊具を備え、天

候に左右されることなく室内で

も体を動かして遊べる施設とし

て、多くの子育て世帯から利用

されている人気の施設となって

います。比較的低額で利用でき

ることからも、市内だけに限ら

ず、市外からも多くの方が訪れ

ており、時間帯や曜日によって

はご指摘の通り混雑が発生する

状況にあります。こうした混雑

を避けるために、市内外で利用

料金の差を設けるとともに、土

日祝日等にはフリーパスの販売

を控え、回転率をあげること等

の対策を取らせていただいてい

るところです。また駐車場につ

きましては、台数に限りがござ

いますことから、公共交通機関

の利用を推奨させていただいて

おります。キッズプレイルーム

の利用者に関しましては、一定

の条件のもと駐車場の割引券を

配布させていただいております

が、一部自己負担をいただいて

おります。多くの方が利用され

る施設であることから、器具の

更新や定期的な全体清掃、見守

りの人員配置等の維持費に鑑

み、一定の利用者負担にご理解
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おり、駐車場も無料で利用できる

ため、利用者の負担を軽減してい

ます。また、小学生が放課後にも

気軽に訪れることができるため、

家庭や学童に留まることが難しい

子どもたちへの有効な受け皿とな

っています。

このような守谷市の先進事例を

参考に、取手市においても土日や

放課後に利用可能な遊び場・居場

所の充実を図ることが望まれま

す。適切な施設とサービスの整備

により、子どもたちが安心して過

ごせる環境が実現され、住民の生

活の質向上や地域コミュニティの

活性化に寄与するものと期待され

ます。

いただけますと幸いです。

土日も利用可能な遊び場、居

場所の充実、とのご意見です

が、こども大綱におきましても

重要事項として定められている

「居場所づくり」において、公

民館や図書館などの社会教育施

設などの活用が掲げられている

ため、既存ストックを活かした

こどもの居場所づくりについて

検討を進めてまいります。

１０ ４４ ②放課後子どもクラブ運営事業に

ついて

①とも関連しますが、取手市は

都内へのアクセスが良好で、始発

の交通手段も充実している点が大

変評価される一方、守谷市との比

較では、小学生以上の子どもたち

が安心して過ごせる居場所が不足

しているという課題があるように

思います。特に、共働きの核家族

においては、「小学生になって学童

に馴染めず、結果として保護者が

仕事を辞めざるを得ない」という

事例が後を絶たない現状がありま

す。

守谷市では、①で紹介した施設

に加え、民間学堂や送迎付きの習

い事など、さまざまなサービスが

整っており、共働き世代にとって

「働き続ける」ための多様な選択

肢が提供されています。一方、取

手市においては、子どもが小学生

になると居場所が学童または家庭

に限定され、その受け皿となる施

設やサービスが圧倒的に不足して

いると感じます。

小学生以上の子どもたちのため

共働き世帯の増加により、こ

どもを安心して預けられる居場

所の需要は高まっているものと

考えます。市では放課後子ども

クラブの内、３カ所（取手東

小、高井小、藤代小）を民間委

託とすることで、サービスの質

の向上を図るとともに、土曜日

の需要にも対応できる体制を整

えてまいりました。民間学堂や

送迎付きの習い事などの誘致に

つきましては、働く保護者にと

っても非常に魅力的なサービス

である一方で、民間の事業とな

りますと一定の需要が見込める

ことや、採算性を確保すること

なども課題となってまいりま

す。

こどもの居場所については、

こども大綱においても、重要事

項の１つに掲げられ、また本市

のこども計画（案）において

も、方向性１「こどもの居場所

や価値ある体験の提供」におい

て、既存の公共施設等のストッ

クを活用するとともに、多様な

主体と連携しながら、ハード、
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の居場所を確保・充実させること

により、守谷市ではなく取手市へ

の移住を検討する家庭が増加する

可能性があると考えます。特に、

都心への通勤が必要な家庭にとっ

て、取手市はアクセスが良好で住

居費も比較的安価であるため、子

どもの居場所が整備されれば、移

住先としての魅力は大いに高まる

と思います。また、その結果、小

学生以上の家庭の定着も促進され

ると期待されます。

以上の理由から、放課後子ども

クラブ運営事業においては、学童

のみならず、民間学童の誘致、放

課後送迎付きサービス事業者の誘

致など、小学生以上の子どもたち

が安心して過ごせる居場所の充実

を、特に重点的にご検討いただき

たく、ここに意見を申し上げま

す。

ソフトの両面でアプローチして

行くことを位置づけておりま

す。引き続き様々な可能性を模

索しながら、こどもにとって

も、保護者にとっても過ごしや

すいまちづくりを進めてまいり

ます。

１１ － ①出産・育児の現状について

出産に関して。補助は出るもの

の、出産費用の１５万円ほどは自

己負担になる。また、診療代もか

かる。育児に関して。１万５千円

の児童扶養手当をいただいている

が粉ミルク代、おむつ代ですぐに

消費してしまい、その他雑費にか

ける余裕はない。

保育園に関して。正社員の共働き

でないと１歳からの保育園利用は

難しい。また、利用にかかる月額

費用が年収によって負担が全然違

う。

取手保健所の活動について。ウ

ェルネスプラザで行われている子

育て支援プログラムは大変役に立

っている。マタニティクラスやBP1

プログラムなど活用させていただ

き同じ時期に同様な不安や悩みを

持つママ同士で触れ合う機会をも

てました。

産後ケアについて。出産した病院

取手市こども計画策定にあた

り、現状分析のために実施した

｢こどもの生活実態調査｣（小

５、中２の児童生徒とその保護

者を対象）では、｢あなたが理想

とするこどもの人数は、実現可

能だと思いますか｣の問に対し、

42.7％が｢実現することは難しい

と思う｣と回答し、その75.4％が

｢子育てや教育にお金がかかりす

ぎるから｣という、経済的な問題

によることと回答しておりま

す。また15歳から39歳を対象に

実施した｢こども・若者の意識と

生活に関する調査｣においても同

様の傾向が見て取れ、経済的な

負担への不安感により、理想と

するこどもの数を実現できない

実情があるということをあらた

めて実感したところです。

こうした経済的な不安に加

え、晩婚化による年齢的な課

題、仕事と育児の両立、配偶者
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にて半年までに５回の産後ケアを

受け、非常にリフレッシュして育

児を行うことができた。

②現状を踏まえた今後の計画への

意見

取手保健所の活動・産後ケア等非

常に有用なので継続してほしい。

出産・育児の負担を軽くするため

に出産補助・児童扶養手当の他に

育児用品の支援・保育料の第一子

から無償化や一時保育の拡大・年

少扶養家族に対する扶養控除など

進めていただけると仕事との両立

や多子を育てることに対する経済

的不安が減ると考えます。

やパートナーの育児への協力体

制、将来への漠然とした不安な

ど、少子化の要因については

様々な因子が複雑に絡んでいる

ことがアンケートから見て取る

ことができます。こどもを持つ

こと、子育てをしていくことに

過度なストレスや使命感を感じ

ることなく、心身ともに健康な

状態で幸せにこどもと向き合う

環境を整えていくことが少子化

対策として求められておりま

す。

少子化対策は、本市のみなら

ず、全国的に克服すべき大きな

テーマであり、ご提案いただき

ましたような出産、育児に関す

る経済的な負担軽減に関しまし

ては、国のこども家庭庁をはじ

め、関係省庁や県において様々

な施策が検討されているところ

です。それらの動向等を注視し

ながら、市としてもできること

を常に模索し、こどもを持つこ

とに希望が持てる社会の構築に

努めてまいります。

１２ － 石川県金沢市にある「ミミミラ

ボ」のようなプログラミングや楽

曲制作、ロボット工作、３Dプリン

ターなどを10代の子どもが無料で

使用、学べる施設があると理系教

育の推進につながるかと思いま

す。中学、高校の科学系の部活動

など学校単体で設備をそろえるの

が難しい活動でも使用できるた

め、子どもたちの活動の幅が広く

なると思います。

ご提案いただきました｢ミミミ

ラボ｣につきましては、NPO法人

や民間企業が運営元となってい

る施設であると承知しておりま

す。10代のこども達に気軽に、

安全にテクノロジ―に触れる機

会を提供する施設であり、その

取組や有用性については、参考

とすべき点もあるかとは存じま

す。現段階で市として新たな施

設整備をする予定はございませ

んが、プラチナ未来スクール｢ロ

ボット教室｣をはじめ、学校教育

においても｢ICT教育の環境と整

備｣を取手市こども計画の取組の

1つとして掲げておりますため、

既存のリソースを活用しながら

理系教育の推進に努めてまいり
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ます。

１３ － 子育て支援センターについてで

す。０歳２歳の２人の子育てをし

ています。現在の「０歳の日」と

「みんなの日」と別に、「２歳以上

の日」を増やしていただけると嬉

しいです。上の子が１歳半になる

まではほぼ毎日利用していたので

すが、２歳になると走れるように

なり、０歳児を見ながら１歳児の

子にぶつかりそうになった時にす

ばやく動くことができず、なかな

か支援センターを利用できなくな

ってしまいました。月に１回でも

いいので、「２歳以上の日」をつく

っていただけると幸いです。

取手市こども計画においても

｢子育て支援センター運営事業｣

は主な取組の1つとして位置づけ

ております。ご提案いただいた

内容につきましては、個別の運

用方法に関する事項となります

ので、そのようなご意見があっ

た旨、関係課に共有させていた

だきます。

C

１４ ３９ 第4章「健全で安心な子育ちを育

てる」の「学校」についてコメン

トいたします。

「学校は単に知識や技能を学ぶ場

にとどまらず、子供たちが様々な

人と出会い、社会性をはぐくみ、

自己肯定感を高める大切な場所」

とありますが、子どもの自己肯定

感を育むことは、家庭・学校・地

域などすべての大人が関わるべき

重要な課題であり、それを学校の

役割として強調することには懸念

があります。

近年の研究でも、子どもの自己

肯定感は学校内だけでなく、家庭

や地域での関わりを通じて育まれ

ることが指摘されています。その

ため、学校だけにこの役割を担わ

せるのではなく、地域の大人が子

どもと関われる場を増やすことも

大切だと考えます。例えば、地域

の多世代交流の場や、学校外で子

どもが安心して過ごせるスペース

の整備などを進めることで、子ど

もたちの「ありのまま」を受け入

れられる環境が広がるのではない

でしょうか。

ご指摘の通り、こどもたちの

自己肯定感や自己有用感を育む

役割は学校だけに限定されるべ

きものではないと考えます。目

指す未来１｢健全で安心な子育ち

を支える｣においては、こうした

こどもの健やかな成長をあらゆ

るステークホルダーと連携しつ

つ、行政の各機関がどのような

取組をすることで、支えていけ

るかといった観点から、方向性

や個別の取組を設定しました。

また、本計画で基本理念として

設定した｢人とかかわり 地域と

かかわり ともに育つまち と

りで｣の中でも、学校のみなら

ず、あらゆる主体との関わり合

いの中でこどもたちは成長し、

社会全体で｢こどもまんなか｣を

実現するといった市の考え方を

示しているところです。方向性

１｢こどもの居場所や価値ある体

験の提供｣の取組方針でも触れて

いるとおり、こどもや若者にと

って心地良い空間、刺激となる

体験、居場所はライフステージ

や心理的な変化、人間関係の変

化によって常に移り変わるもの
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また、「自分にしかない個性能力を

見つけ、伸ばすための教育が求め

られています」とありますが、全

ての子どもが唯一無二の個性を見

つけられるわけではありません。

子どもが自分に特別な何かを求め

続けるのではなく、あるがままの

自分を肯定できる社会を目指すこ

とが、より子ども中心の施策につ

ながると考えます。

子どもたちが安心して自分らしく

成長できる環境を整えるために、

家庭・学校・地域の役割を見直

し、連携を深める施策についてご

検討いただければ幸いです。

であることを念頭に、当事者の

意見に耳を傾けながら、環境整

備を進めてまいります。

また｢個性を見つけ伸ばすため

の教育｣については、国際情勢や

少子化が進展する日本社会にお

いて求められる人材像を一般的

に分析したものであり、当然に

全てのこどもが唯一無二の個性

を見つけられることを強制され

るものとして捉えている訳では

ございません。本計画の基礎と

なるこども大綱においても示さ

れておりますとおり、こども・

若者を権利の主体として認識

し、その多様な人格・個性を尊

重し、権利を保障し、こども・

若者の今とこれからの最善の利

益を図ってまいります。

１５ － 本計画では、アンケート結果を

施策に反映し、計画案を作成して

いることと思いますが、パブリッ

クコメントを子どもたちからも直

接募集し、その意見を反映する仕

組みがあるとさらに良いと考えま

すが、そのような計画はあります

か？

市民意見公募（パブリックコ

メント）については、その対象

者を限定している訳ではござい

ませんので、こどもや若者から

の意見につきましても、１意見

としてお取り扱いいたします。

当事者であるこどもや若者の意

見を取り入れる手法は、このパ

ブリックコメントに限らず様々

な手法で実施してまいりました

が、今後も｢対話｣は重要なテー

マであることから、当事者から

の意見聴取の方法については、

引き続き検討してまいります。

C

１６ － 取手市子ども計画(案)を読んでの

意見です。

まず、基本理念について、取手市

の計画の基本理念「人とかかわり

地域とかかわり ともに育つま

ち とりで」は、とても素敵な理

念だと思いました。特に、「ともに

育つまち」という言葉が素敵だと

思います。

取手市は、子育てや福祉にとても

力を入れ、一生懸命取り組んでい

本計画の基本理念｢人とかかわ

り 地域とかかわり ともに育

つまち とりで｣につきまして

は、こどもや若者が自ら希望や

意欲を発揮し、その権利を認め

られ、社会の一員として幸せな

生活を送るため、行政のみなら

ず企業や団体、地域、家庭など

様々な主体が｢こどもまんなか｣

を真剣に捉え、そのビジョンを

共有する中で、一緒に成長して

C



（書式６）

ると思っています。

ただ、「人とかかわり、地域とか

かわり」というところが、弱って

きていると感じます。

取手市は、市民力が非常に高

く、地域コミュニティが充実して

いる市だと思っています。

しかし、その支えてきた世代が

高齢化し、歯が抜けるように、ポ

ロポロと穴があいてきていると感

じます。しかし、その穴を埋める

世代はまだまだ忙しく、穴を埋め

ることができません。

そこで、穴をふさぐ手立てを考

えていかなければならないのが、

市の役割ではないかと考えます

が、取手市子ども基本計画の中

に、どう、「人とかかわり 地域と

かかわる」人を増やしていくの

か、全然書かれていません。

そこの部分をもっと、考察すべ

きだと思います。私は、人とかか

わり 地域とかかわろうという思

いがある人には、予算をしっかり

と付ける必要があると考えます。

最低賃金とまでは言いませんが、

それに近い予算を出した方が良い

と考えます。そうすることで、少

しでも、かかわっていく人が増え

るのではないかと思います。

次に、第4章 施策の展開につい

て、私が、見落としているかもし

れませんが、取手市の施策の中

で、抜けているなと思う点は、荒

川区や品川区などで取り組まれて

いる、家事・育児支援のヘルパー

事業だと思います。相談事業や子

育て中の人の居場所作りは、充実

して来ていると思います。ただ、

子育て中の保護者の方が欲しい、

家事・育児支援のヘルパー事業が

子ども計画の中にうたわれていま

せん。荒川区のように、ボランテ

ィアを募集して、派遣するのか、

いくといった願いを込めて設定

したところです。ご指摘の通

り、少子化に加え、高齢化が進

展する中、地域のかかわり、つ

ながりの希薄化は全国的にも課

題となっております。

ご提案のありましたような｢地

域とのつながり｣をはじめ、多種

多様なステークホルダーとの連

携は方向性の1つとして定め、

｢コミュニティスクール事業｣や

｢多様な主体と連携した部活動の

相方検討｣｢こどもまんなか応援

サポーター制度の推進｣等の取組

を掲げているところです。本計

画につきましては、その幅広い

対象について、市の全体的なこ

ども関連施策の方向性を定めた

計画であり、後段の個別具体的

なご提案につきましては、今後

各課が取組を進めていく中で、

その必要性に鑑み個別に検討を

進めていくものと考えます。い

ただいたご意見につきましては

担当課と共有しつつ、他市町村

の事例も研究しながら、本市に

おいてどのような取組ができる

かを模索してまいります。
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品川区のように、家事・育児支援

をしている事業者と提携し、利用

した保護者にサービス利用料金の

一部を助成するのか、いろいろな

実施方法があると思いますので、

検討して、「施策」に取り入れて欲

しいと考えます。取手市では、家

事・育児支援の一つとして、ファ

ミリーサポートがありますが、サ

ポート会員が減少している実態が

ありますので、事業者と連携し、

サービス利用料金の一部助成の方

が良いと私は考えます。

よろしくご検討お願いいたしま

す。

１７ － 取手市特有の子育て支援や学校

の施策について、知る機会がなか

なかなく過ごしています。いざと

なったときにどこに聞いたらいい

のか？も分からず過ごしている方

も多い印象です。

きっと他の市町村と比較して、取

手良いじゃない！って思える部分

もたくさんあるのだと思います

が、なかなかそれを実感してでき

ることもなく、もったいないなぁ

とも感じています。市内外問わ

ず、取手市の良いところがたくさ

んアピールされたら良いなと思い

ます！

具体的なことでの意見として

は、こどもまんなかで将来を見据

えた投資をするひとつとして、で

きたら学校の上履きは指定ではな

く自由にして欲しいです。一日の

中で一番長く履く履き物が上履き

なら、足の発育のためにはその子

にあったものや履き物としての機

能的なものを選んであげたい。そ

ういった身体の基礎を作ることも

教育の中で当たり前になったら嬉

しいです。そして小さなうちはサ

イズアウトも頻繁なので、上履き

購入に対しての補助があったら良

こどもを持つ家庭やこれから

家庭を築いて行こうと考える若

者にとって、子育てや学校の環

境整備の充実は、居住地を決め

る上でも大きな要因の一つであ

ると考えます。市では、投稿型

魅力PRサイト｢ほどよく絶妙とり

で｣において、取手市で結婚され

る方、子育てされる方のリアル

な声を発信するとともに、それ

らのPR動画は市のYouTubeチャン

ネルやInstagram等のSNSで発信

するなど、魅力発信に努めてま

いりました。引き続き、特にこ

どもや若者・子育て世代といっ

た若い世代に対し、取手市のこ

ども施策の魅力が伝わるような

情報発信に努めてまいります。

また学校での上履き自由化や

一足制（外靴のまま校内で過ご

す）につきましては、近年グラ

ウンドが人工芝化された都内の

学校等において、一部導入され

ている事例を承知しておりま

す。体にフィットした上履きに

より、健全な成長を図ること

や、一足制であれば下駄箱の設

置が不要となることで、昇降口

を有効活用できること、非常時

C
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いなぁと感じます。

心身の発達、愛着形成や心のケ

ア、いのちの教育、家族以外のひ

ととの関わり、遊びや体験を通し

た個性や特性を伸ばすこと…な

ど、こどもを取り巻く環境因子と

なるものが豊かになる支援が取手

市の取り組みとして増えたらとて

も嬉しく思います。

に外靴のまま移動できることな

どのメリットがある一方で、グ

ラウンドの整備状況や校内の衛

生環境の確保など様々な課題も

あるものと認識しております。

これらは学校運営に関する運

用ルールとなることから、こど

も計画で直接定めるべき事項で

はないと考えますが、近年の学

校運営における上履きの取扱い

の変化や、児童生徒とその保護

者の考え方等の変化に鑑み、教

育委員会をはじめ各学校におい

て、適切に検討がされるよう、

いただいたご意見につきまし

て、担当課と共有させていただ

きます。
１８ － 「悩みを抱える保護者の早期発

見につなげ、児童虐待リスクの低

減につなげます。」

「医療や保健、福祉において他市

町村や国県と連携体制を構築する

とともに、母子保健のデジタル化

を進め、利便性の高い子育てサー

ビスを提供します。」

とありますが、個人情報保護との

兼ね合いはどうなっているのかが

気になります。悩みを抱える保護

者の相談内容が公衆衛生上のリス

ク(虐待リスク)として情報共有さ

れてしまうのではないかと、懸念

を抱いています。保護者の相談を

リスクではなくニードと据えて、

保護者が本当に望む支援に繋げて

欲しいです。また、センシティブ

な相談内容が漏れ出し、偏見、差

別に繋がらないよう配慮して欲し

いです。

悩みを抱える保護者の早期発

見と児童虐待リスクの低減につ

きましては、まずはそのような

虐待に繋がる状況の前段階でし

っかりと悩みをキャッチし、寄

り添うことでその芽を摘む、と

いった意味合いでの表現となり

ます。あわせて、他市町村や国

との連携体制につきましても、

こども大綱で掲げる｢地域におけ

る包括的な支援体制の構築・強

化｣に鑑み、潜在的に支援が必要

なこどもや若者、家庭を早期に

発見し、必要な機関において連

携を図りながら、SOSを待つこと

なく、プッシュ型アウトリーチ

型の支援を行っていく必要があ

るといった意味合いとなりま

す。いずれにいたしましても、

こうした情報を扱う上では、｢個

人情報の保護に関する法律（平

成15年法律第57号）｣に基づき適

切に対処してまいります。

C

１９ － 現状と課題に日本のこどもの精

神的幸福度の低さや、若者の自殺

率の高さを問題として挙げていま

すが、自己肯定感や社会の中で生

こども計画においては、現在

の国際情勢や少子化が進展する

社会において求められている人

材像を一般的に分析した中で、

B
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きていくためのスキル向上を目指

す前に、「ありのままでよい」とい

う安心感を与えてあげる事が大事

なのではないでしょうか。

取手市こども計画を読んで、「お

とながこどもに求めることが多す

ぎる」と感じました。激動する社

会になんとか対応しなければ、と

いうおとなの焦りを感じました。

「こどもまんなか」を目指すので

あれば、まずはおとながゆとりを

作り、目の前のこどもに真摯に向

き合う時間を作れるよう、知恵を

絞るべきだと思います。

自立して生きていくためのスキ

ルを身につけるために環境を整

えていくことを定めておりま

す。これは一方的にこうした求

められる人物像を押しつけると

いった意味合いではなく、教育

の一側面として市の方向性を示

したものです。本人の置かれた

状況や必要としているもの、感

じ方などによって、様々な支援

や関わり方が求められる中で、

こども計画においても｢こどもの

居場所や価値ある体験の提供｣や

｢悩みをもつこどもや若者への支

援｣などの方向性でもお示しする

ように、多様なアプローチによ

り、一人ひとりに寄り添った教

育環境を整備していく所存で

す。大人の一方的な想いを押し

つけるのではなく、当事者であ

るこどもや若者との対話を通

じ、その意見を尊重し、一緒に

進めていくことは、本計画の基

となる｢こども基本法｣や｢こども

大綱｣でも基本理念や基本的な方

針として位置づけられており、

その考え方は本計画においても

折に触れお示ししているところ

です。本計画に基づき、引き続

き当事者との対話を続けなが

ら、全てのこども・若者が身体

的・精神的・社会的に幸福な生

活の送ることができる｢こどもま

んなか｣な社会の実現を目指して

まいります。
２０ ７ ・p.7ページ下部

ウェルビーイング：誰かにとって

本質的に価値のある状態で、自己

利益にかなうものを実現した状

態”と語句説明の記載がありま

す。一般的に知られているPERMA理

論などの表現とは異なり、他者か

らの評価も含まれるような印象を

受けますし、解釈が難しい言い回

ウェルビーイングについては

様々な機関により様々な解釈が

されている中で、PERMA理論につ

いてもその一つであると考えま

す。ご指摘いただきました注釈

の表現につきましては、本文中

に出てくる表現に変更させてい

ただきます。

A
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しではないでしょうか。文中に何

度か出る”身体的・精神的・社会

的に幸福な生活を送ること”とい

う表現ではどうでしょうか。
２１ １８ ・p.18女性就業率

30代の就業率が国や県の平均値を

下回っていることについて、子育

て環境も含めてどのように分析さ

れていますか。

一般的にM字カーブを描く女性

の就業率の推移については、注

釈でもお示しするとおり20代後

半から30代にかけて一時低下

し、その後再び上昇している現

象から、子育て期の離職率が高

まることが見て取れます。取手

市が全国平均や県平均と比べて

低い理由といたしましては、市

の地理的な特徴から、域内での

就業者よりも都心部に通勤する

方の割合が高く、通勤に1時間程

度の時間を要することから、出

産等のタイミングで自宅周辺で

就業するようにシフトする中、

職業経歴に空白が生じているこ

とも要因の一つと考えられま

す。またこれらのデータから、

仕事と育児のバランスにおい

て、それが叶う環境整備や、男

性の育児参加による｢共育て｣の

理解促進、アンコンシャスバイ

アスによる家事育児に対する考

えの偏りを解消することなどが

求められているとも考えます。

こうした当市の地理的な状況

も合わせ、こどもを持つ夫婦、

特に女性がこれまで通りの就業

を望む場合にあって、それをサ

ポートする子育て支援につい

て、施策を検討する必要性があ

ると考えます。

E

２２ ２２ ・p.22学校教育関連の状況・p.85

方向性11悩みを持つこどもや若者

への支援

教育相談部会の扱う相談件数が大

きく増加していますが、十分に対

応できている体制であるのかとい

う評価や相談件数が増加している

要因などはどのように分析されて

取手市の小中学校において

は、令和2年4月より｢（中学校）

全員担任制、（小学校）チーム指

導｣｢教育相談部会システム｣｢2学

期制｣の｢取手市新しい学校教育

３つの取組｣を導入しておりま

す。このうち｢教育相談部会シス

テム｣は｢全員担任制、チーム指

D
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いますか。方向性11と関連してい

ると思われますが、現状と課題で

は触れられていません。

また、取り組みの中にこども・若

者の自殺予防とありますので統計

データが必要なのではないでしょ

うか。

導｣を活用し、複数の教員がこど

もの小さな変化に気づき、その

情報を共有して教育相談部会に

おいて、教員だけでなくスクー

ルカウンセラーや学校連携支援

員など様々な視点から支援につ

いて話し合う制度です。相談件

数が増加している要因として

は、この新しい取組についてノ

ウハウが蓄積され、積極的な介

入ができていることで、問題を

早期に発見・解決に繋がってい

るものと分析しております。ま

た統計データについては、限ら

れた紙面の中で個別の取組に紐

付く全ての統計データを記載す

ることはできないため、本計画

においては記載しておりませ

ん。本市の自殺対策につきまし

ては、個別計画（第二期健康と

りで２１）の中で、より詳細な

取組を定めておりますので、そ

ちらをお読み取りいただければ

と思います。
２３ ４２ ・p.42こどもの居場所や価値ある

体験の提供

「現状と課題」からずいぶん飛躍

した「方針」という印象を受けま

した。指標に居場所づくりに関す

るものがないです。公民館の活用

が始まるのでぜひ指標として評価

して欲しいです。また、市主催の

スポーツ大会に参加したこどもの

数が激増していますが根拠はなん

でしょうか。

こどもの居場所づくりは、本

計画の中でも重要なテーマの内

の一つとなります。こども計画

策定にあたっては、関連する各

課とのヒアリングをはじめとし

た調整を行ってまいりました

が、計画の個別の取組に位置づ

けるまでに至らなかった取組や

指標もございます。本計画の中

でも触れているとおり、計画期

間中はこの個別の取組に設定し

た取組以外も新たな施策を検討

していくこととしていることか

ら、引き続き当事者との対話と

合わせ、庁内各課との調整を進

めながら、様々な可能性を模索

してまいります。

またスポーツ大会の参加者数

として、令和5年実績が著しく低

い状況にあるのは、マラソン大

A
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会が天候不良により中止となっ

た影響によるものです。こちら

につきましては、誤解を招く可

能性もあるため、現状値の下に

補足の表記を入れさせていただ

きます。
２４ ４５ p.45こどもたちが安全に暮らせる

環境づくり

指標が通信機器の利用ルールに関

するものしか設定されていませ

ん。学校の長寿命化や通学路の安

全性向上・防犯についてもぜひ評

価項目に追加してください

指標については、個別の取組

に関連するアウトプット指標に

ついて、関連各課と調整を重ね

たうえ、設定できるものについ

て記載しております。また本計

画における指標の取扱いは、計

画を評価するための補助的な参

考とすることと位置づけており

ます。これらの取組について

は、毎年度進捗管理を行うとと

もに、次期計画策定の前年度に

は総合的な振り返りである｢施策

評価｣を実施することで、その効

果検証を進めてまいります。

D

２５ ５４ p.54個性を育む教育の提供

現状と課題に記載されている、将

来期待される人材像がとても「こ

どもまんなか社会」が目指すもの

とはかけ離れている印象です。育

みたい個性とはどんな風に社会に

役立つかということでしょうか。

教職の労働環境についても喫緊の

課題とされているので指標に追加

して評価していく必要があるので

はないでしょうか。

また、個別の取り組みに安全な学

校給食の提供と食育の推進とあり

ますが、方向性４との関連性を知

りたいです。

少子化により労働人口の減少

が見込まれる中で、一人ひとり

の生産性を高めていくこと、ま

たグローバル化により柔軟な発

想と国際的な視野を持った人材

が求められることは、現状分析

としては適切であると考えま

す。こども大綱においても重要

事項として｢こども・若者が活躍

できる機会づくり｣が掲げられ、

外国語によるコミュニケーショ

ン能力を育成する教育やアント

レプレナーシップ教育、STEAM教

育などを通じて、イノベーショ

ンの担い手となるこどもや若者

を育成することを位置づけてお

ります。また教職員の労働環境

の改善については、ICT教育の環

境整備による教育DXを進めるこ

とで、多様な働き方の実現に資

するものと考えます。指標の設

定の考え方については、前述の

通り全ての取組に設定すること

は考えておりません。

D
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※意見公募は政策等の賛否を問うものではありません。有用な意見を政策等に反映させるため，

意見の内容に着目し，これを考慮した市（実施機関）の考え方を掲載しています

また｢学校給食の提供と食育の

推進｣は、本市が気候非常事態宣

言を掲げている中で、サステナ

ブル学習プロジェクトに代表さ

れる環境教育に力を入れている

ことから、学校給食を通じて食

品ロス等の環境問題への関心を

深めてもらうことを目的として

設定しているところです。
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匿名等によって提出された意見

番号 意見

１ 医療費の自己負担無料化を希望します。

子どもの体調不良時、病院へ行くか躊躇います。

東京にいたときは自己負担ゼロで気軽に行けて、少しの体調不良も見逃さずに済み安

心でしたので、取手市もぜひ実施していただきたいです。

２ こどもまんなか計画、拝読しました。

推定の出生数が発表され、想定よりも13年も早い少子化とのニュースを見ました。少

子化の問題は非常事態、急務です。近い将来、あらゆる職の成り手がいなくなるという

こと。特に公務員、自衛隊、消防、警察、インフラを支える分野、流通、教育などなど

携われる人が減っていくということは想像するだけで恐ろしいことだと感じています。

こどもまんなか計画では、あらゆる側面から打開策を考えられていて、こういうことを

考えて下さっている部門があることに感謝します。

物価高の中、食費だけではありません。すぐに大きくなるこどもの靴、洋服、学校用

品も等しく値上がっています。非課税世帯でもひとり親世帯でもないので、援助や給付

金などは無く、必死に税金も払いながら多子を育てています。自分の洋服など、何年買

い替えていないか分からないです。こどもたちが喜ぶフルーツやお菓子も見切り品の値

引きシールが付いていたら買える次第です。取手ならこどもがもう1人持てるよね！と思

えるような多子世帯に熱い市はいかがでしょうか。

例えば、取手市内でしか使えない「こどもパスポート」といった、スーパーなどで値

引きしてもらえる制度、現金支給ではなく、米の支給（取手市内だけで使えるお米券

を、子供1人につき10キロ分）などなど、必ずこどもに反映されて、市内の消費も上げら

れるような施策はいかがでしょうか。

育ち盛りなのに、お米が本当に高くて手が出せないのが悲しいのが切実な悩みで

す。。。取手市に住んでたら、お米には困らないよね！子育てが孤育てにならないよね！

と思えたら、取手で子育てしたいと思えるお母さんお父さん、増えていくと思います。

ゴールデンエイジがいるので、スポーツ少年団にも入ったのですが、子育てに仕事に忙

しく、身寄りもいない核家族のため、運営に協力出来ない私の都合で退団して、こども

に申し訳ないことをした過去もあります。ぜひとも地域社会がワンチームになって子育

て出来るとどれだけ心強いことでしょう。微力ではありますが、市民として応援する気

持ちで子育てがんばりたいと思います。

こどもまんなか施策の遂行、どうぞよろしくお願いいたします。


